
           つなげよう わたしたちのはじめの一歩 

                               水戸市立寿小学校 

１ 本事業への思い（ねらい） 

  学校内における体験的な活動や行事が削減されるなか、体験活動の場の創出や新たな体験活動の 

機会を増やすことで、子どもの主体的な活動の場や活躍の機会を増やすとともに、地域コミュニテ 

ィとの積極的な連携を図る。 

 

２ 活動の実際 

（1）教育課程での位置づけ   総合的な学習の時間（水戸まごころタイム） 

（2）対象   第６学年（３クラス）計９１名 

 （3）活動計画および活動場所（※１３の事業所にグループに分かれて活動した） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（4）体験先のマップ（※学校ボランティア引率のもと、各事業所にバスで出かけた） 
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（5）体験先の様子  

◆自衛隊茨城地方協力本部での活動 

【体験活動】 

 ・自衛隊茨城地方協力本部において、活動についての 

講話や制服を着ての実地体験を行わせていただいた。 

                   【感想】 

                    ・私たちは「海の豊かさを守ろう」というテーマでＳ

DG‘ｓの取組をしています。魚の住処を作るために 

                     船を沈めていると聞いて驚きました。 

 

◆水戸市民会館での昼食 

                   【体験活動】 

                    ・水戸の新たなシンボルになっている水戸市民会館の 

                     屋上をお借りして、爽やかな青空のもと昼食にした。 

                   【感想】 

                     ・水戸市民会館の屋上の芝生の広場に行った。屋上に 

                      芝生があって、ビックリしました。とても気持ちよ 

                      くお昼ごはんが食べられて、パワーが出ました。 

 

 ◆ＪＲ東日本水戸駅での活動 

                    【体験活動】 

                     ・公共機関において、どのようなジェンダー平等の取     

                      組を行っているのか、駅員さんに実際に話を伺った。 

                    【感想】 

                     ・電車の運転士は女子でもできると聞いて、職業の幅 

                      が広がると思い、嬉しくなりました。ガスではなく 

                      電気を使用していると新しく知りました。 

 

３ 成果と課題 

(1) 共有報告会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



※一人一人がスライドにまとめ、校内で発表会を実施した（上はスライドの一部、下は発表会の様子） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

(2) 児童の振り返り 

・調べるだけでは知ることが出来ないことを知ることが出来たから良かった。 

・公共交通機関の使い方を学ぶことが出来た。 

・事業所で SDGs の目標達成に向けて努力していることが分かった。 

・事業所まで協力して行くことが出来た。 

 

(3) 成果と課題  

・各事業所の SDGs の取組内容を確認するのに時間がかかったため、事業所の一覧に取り組んで 

いる SDGs の目標番号の記載があるとよりスムーズに準備が出来たと思う。 

 ・よかった点は、児童が協力して、公共交通機関を利用して事業所に向かう経験が出来たことで 

ある。施設内での態度も良くでき、事業所の取組について理解することが出来た。 

 

 

                      


